
  

 

 

最終保障供給約款の変更届出について 

 

 ２０２４年３月１８日 

関西電力送配電株式会社 

 

当社は、電気事業法第２０条第１項※１に基づき、本日、経済産業大臣に対し

て、「最終保障供給約款」の変更届出を行いました。 

 

「最終保障供給約款」とは、高圧または特別高圧で電気の供給を受けるお客

さまが、万一、いずれの小売電気事業者とも電気の供給に係る契約の交渉が成

立しなかった場合に、当社が供給する際の料金その他供給条件を定めたもので

す。 

当社の最終保障料金は、関西電力株式会社（以下、関西電力）が設定してい

る標準的な電気料金メニュー（以下、標準メニュー）をもとに、約２割増しの

料金等（臨時的な料金メニュー相当）を設定しています。 

今回の変更では、関西電力が２０２４年４月から、特別高圧・高圧のお客さ

ま向けの標準メニューを見直す※２ことを踏まえ、当社として最終保障供給料金

単価等を見直したため、当該内容を料金その他の供給条件に反映しています。 

 

○実施日 

２０２４年４月１日より実施します。 

 

※１：電気事業法第２０条第１項（最終保障供給約款） 
一般送配電事業者は、最終保障供給に係る供給条件について約款を定め、経済産業省
令で定めるところにより、経済産業大臣に届け出なければならない。これを変更しよ
うとするときも、同様とする。 

※２：関西電力の標準メニュー見直しに関する公表資料（２０２３年１２月５日プレスリリース） 

 

以 上 

 

別紙：２０２４年４月の最終保障供給料金の見直し内容について 

https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20231205_1j.pdf
https://www.kansai-td.co.jp/corporate/press-release/2024/pdf/0318_1j_02.pdf

